
麺
劉
考

村

田
　
浩

　
後
漢
時

代
に
「
麺
劉
」
と
い
う
礼
が
あ
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
後
漢
一
代
だ
け
の
礼
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
世
、
貌
劉
が

行
わ

れ
な

く
な
る
と
、
そ
の
内
容
が
明
か
で
な
く
な
り
、
混
乱
が
生
じ
て
く
る
。
麺
劉
を
貌
腰
と
も
表
記
す
る
こ
と
か
ら
、
「
膿
」

と
混
同
す
る
者
も
現
れ
る
。
「
膿
」
が
し
ば
し
ば
「
臓
」
と
組
み
合
わ
せ
て
熟
語
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
「
臓
」
は
「
蛤
」
と
同
じ
だ
と

も
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
混
乱
に
は
拍
車
が
か
か
り
、
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
三
’
時
序
部
十
八
で
は
、
年
末
の
「
小
歳
」
の
項
に

こ
の
「
貌
劉
」
を
引
く
有
様
で
あ
る
。
引
用
文
の
冒
頭
に
「
立
秋
」
の
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

　

筆
者
は
、
こ
の
混
乱
に
筆
者
な
り
の
解
決
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
先
ず
、
本
稿
で
は
彊
劉
を
取
り
上
げ

る
。
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後

漢
時
代
の
麺
劉
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
先
ず
貌
劉
の
起
源
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
麺
劉
」
の
語
が
文
献
に
現
れ
る
最
初
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
『
塩
鉄
論
』
で
あ
る
。

論
苗
篇
に
言
う
、



　
　

大
夫
日
、
金
生
於
巳
、
刑
器
小
加
、
故
齊
麦
夏
死
。
易
日
、
履
霜
、
堅
泳
至
。
秋
始
降
霜
、
草
木
限
零
、
合
冬
行
諜
、
万
物
畢

蔵
。
春
夏
生
長
、
利
以
行
仁
。
秋
冬
殺
蔵
、
利
以
施
刑
。
故
非
其
時
而
樹
、
難
生
不
成
。
秋
冬
行
徳
、
是
謂
逆
天
道
。
月
令
、
涼
風

至
、
殺
気
動
、
蜻
蜘
鳴
、
衣
裏
成
。
天
子
行
微
刑
、
始
麺
婁
、
以
順
天
令
。
文
学
日
同
四
時
、
合
陰
陽
、
尚
徳
而
除
刑
。
如
此
、
則

鷹
隼
不
鷲
、
猛
獣
不
擢
、
秋
不
蒐
禰
、
冬
不
田
狩
者
也
。

　

と
。
「
躯
萎
」
と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
躯
劉
の
こ
と
だ
ろ
う
。
躯
劉
は
「
麺
膿
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

だ
か
ら
。

　
こ

こ
で
は
躯
劉
は
、
月
令
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
『
礼
記
』
月
令
に
は
、
「
姫
劉
」
の
文
字
は
な

い
。
『
礼
記
』
月
令
は
も
ち
ろ
ん
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
、
『
准
南
子
』
時
則
訓
の
ど
こ
に
も
、
「
麺
劉
」
は
お
ろ
か
「
麺
」
の
字
も

見
出
せ
な
い
。

　

『
爾

雅
』
釈
獣
や
『
説
文
解
字
』
考
部
に
よ
れ
ば
、
麺
と
は
虎
の
な
か
ま
の
猛
獣
で
あ
る
。
『
漢
書
』
武
帝
紀
・
太
初
二
年
の
注

が

引
く
蘇
林
に
よ
れ
ば
、
麺
は
立
秋
の
日
に
獣
を
祭
る
の
で
、
天
子
も
こ
れ
に
倣
っ
て
獣
を
狩
っ
て
宗
廟
に
祭
る
の
だ
と
い
う
（
劉

は
殺
の

義
）
。
春
の
獺
祭
魚
を
想
起
さ
せ
る
が
、
「
麺
祭
獣
」
と
は
月
令
に
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
似

た
記
事
を
捜
す
と
、
孟
秋
に
「
鷹
祭
鳥
」
が
あ
る
。
鷹
が
秋
に
な
る
と
鳥
を
捕
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
子
も
こ

れ

に
倣
っ
て
刑
毅
を
行
い
始
め
る
時
だ
と
い
う
。
月
令
の
典
型
と
言
え
る
発
想
で
、
刑
罰
は
春
夏
に
は
行
わ
ず
、
秋
冬
に
限
る
と
す

る
の
だ
。
し
か
し
鷹
と
貌
と
で
は
違
い
が
大
き
す
ぎ
、
「
鷹
祭
鳥
」
を
麺
劉
と
関
連
づ
け
る
の
に
は
躊
躇
を
覚
え
る
。

　
鳥
で
は

な
く
獣
が
「
祭
獣
」
と
い
う
記
事
は
な
い
か
と
い
う
と
、
あ
る
に
は
あ
る
。
季
秋
の
「
豹
祭
獣
」
で
あ
る
。
し
か
し
『
爾

雅
』
『
説
文
解
字
』
に
よ
れ
ば
射
は
狼
の
な
か
ま
で
、
我
々
の
感
覚
で
は
虎
に
は
似
て
い
な
い
し
、
ま
た
「
豹
祭
獣
」
の
記
事
に
は
、
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天

子
が
そ
れ

に
倣
っ
て
何
か
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
見
え
な
い
。
更
に
時
期
が
季
秋
で
あ
る
こ
と
も
、
立
秋
の
躯
劉
と
は
離
れ
す
ぎ

る
。
さ
れ
ば
こ
れ
も
麺
劉
の
由
来
と
す
る
に
は
少
し
弱
い
よ
う
に
思
え
る
。
『
礼
記
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
、
『
准
南
子
』
な
ど
の
月
令

記

事
を
見
る
限
り
で
は
、
「
貌
劉
」
と
い
う
語
の
由
来
し
そ
う
な
箇
所
は
な
い
。

　
で
は

麺
劉

と
は
、
本
来
月
令
と
関
係
な
い
行
事
だ
っ
た
の
か
。
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
『
大
戴
礼
』
夏
小
正
篇

に
、　

　
七

月
、
狸
子
肇
騨
。
肇
、
始
也
。
韓
、
遂
也
。
言
其
始
遂
也
。
其
或
日
、
騨
、
殺
也
。

　

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
七
月
は
孟
秋
で
立
秋
と
い
う
時
期
に
合
う
。
「
或
日
」
だ
が
「
始
め
て
殺
す
」
と
い
う
記
述
は
「
劉
」
字

に
合
う
。
狸
は
射
よ
り
は
麺
に
近
い
。
『
説
文
解
字
』
考
部
は
「
狸
、
伏
獣
、
似
麺
」
と
言
い
「
麺
、
貌
獲
、
似
狸
」
と
言
う
。
こ

の

場
合

「
狸
」
（
或
い
は
狸
）
と
は
タ
ヌ
キ
で
は
な
く
ネ
コ
の
な
か
ま
（
麺
は
虎
の
な
か
ま
な
の
だ
か
ら
）
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
麺

と
狸
と
は
互
い
に
似
た
獣
で
あ
る
ら
し
い
。
「
豹
祭
獣
」
よ
り
は
麺
劉
の
起
源
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば

な
ぜ
表
記
が
「
麺
劉
」
で
あ
っ
て
「
狸
騨
」
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
が
。

　
で

は
、
こ
の
麺
劉
と
い
う
語
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
塩
鉄
論
』
に
記
さ
れ
る
か
ら
に
は
、
前
漢
・
宣

帝
期
に

麺
劉
の
語
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
昭
帝
期
に
既
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
武
帝
以
前
に
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
文
献
に
見
え
な
い
か
ら
そ
の
語
自
体
が
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
は
断
言
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
遅
く
と
も
宣
帝
期
に
は
語

と
し
て
存
在
は
し
て
い
た
と
し
か
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
こ
と
は
、
宣
帝
期
に
は
年
中
行
事
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
は
し
な
い
。
月
令
記
事
に
記
さ
れ
た
行
事
が
、
前
漢
時
代
に
悉
く
実
行
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
で

は
、
い
つ
か
ら
実
際
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
前
述
の
武
帝
・
太
初
二
年
の
記
事
は
、
麺
劉
を
行
っ
た
と
は
考
え
ら
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れ
な

い
。
宣
帝
の
時
代
に
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
判
ら
な
い
。
し
か
し
時
代
が
下
る
と
、
実
際
に
行
わ
れ
た
記
録
が
出

て

く
る
。
『
後
漢
書
』
劉
玄
伝
に
、

　
　
張

卯
・
膠
湛
・
胡
股
・
申
屠
建
等
与
御
史
大
夫
随
鴛
合
謀
、
欲
以
立
秋
日
麺
膜
時
共
劫
更
始
、
倶
成
前
計
。

　

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
後
漢
・
光
武
帝
の
即
位
以
前
に
、
既
に
貌
劉
の
礼
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

前
漢
末
か
ら
新
の
時
代
に
か
け
て
は
、
王
葬
が
国
家
礼
制
を
大
改
変
し
て
い
る
か
ら
、
麺
劉
の
礼
も
あ
る
い
は
王
葬
に
よ
っ
て
制
定

さ
れ
た
も
の
か
と
も
思
え
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
後
漢
王
朝
成
立
以
前
に
麺
劉
の
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
け
で
あ
る
。

『
続

漢
書
』
礼
儀
志
中
の
注
が
引
く
『
古
今
注
』
に
、
「
（
明
帝
）
永
平
元
年
六
月
乙
卯
、
初
令
百
官
麺
膜
、
白
幕
皆
霜
」
と
あ
る
が
、

こ
こ
の
「
初
」
と
は
無
論
史
上
初
の
意
で
は
な
く
、
後
漢
初
の
意
で
あ
ろ
う
。

　

劉
玄
伝
の
記
事
か
ら
は
、
麺
劉
が
何
ら
か
の
武
事
を
伴
っ
た
行
事
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
武
装
し
た
者
が
多
数
集
ま
っ
て
い

て

も
怪
し
ま
れ
な
い
日
時
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
更
始
帝
劉
玄
を
劫
か
そ
う
と
い
う
計
画
が
練
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
ら
。
し
か
し
こ
の

記

事
か
ら
は
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
判
ら
な
い
。
で
は
次
に
、
『
後
漢
書
』
に
よ
っ
て
、
墾
劉
の
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
よ
う
。
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『
続
漢

書
』
礼
儀
志
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

立

秋
之

日
、
白
郊
礼
畢
、
始
揚
威
武
、
斬
牲
於
郊
東
門
、

以

薦
陵
廟
。
其
儀
、
乗
輿
御
戎
路
、
白
馬
朱
髭
、
躬
執
弩
射
牲
。
牲



以

鹿
願
。
太
宰
令
・
謁
者
各
一
人
、
載
以
獲
車
、
馳
送
陵
廟
。
於
是
乗
輿
還
宮
、
遣
使
者
齎
束
畠
以
賜
武
官
。
武
官
緯
兵
、
習
戦
陣

之

儀
。
斬
牲
之
礼
、
名
日
貌
劉
。
兵
官
皆
緯
孫
呉
兵
法
六
十
四
陣
、
名
日
乗
之
。
立
春
、
遣
使
者
齎
東
南
以
賜
文
官
。
麺
劉
之
礼
、

祀

先
虞
、
執
事
告
先
虞
已
。
烹
鮮
時
、
有
司
告
、
乃
逡
巡
射
牲
。
獲
車
畢
、
有
司
告
事
畢
。

　

「
立
秋
之

日
」
。
麺
劉
の
礼
が
行
わ
れ
る
の
は
立
秋
の
一
日
だ
け
で
あ
る
。
先
の
『
塩
鉄
論
』
で
は
「
始
麺
婁
」
と
な
っ
て
い
た
。

「
始
」
の
字
が
あ
る
か
ら
に
は
、
貌
劉
は
こ
の
季
節
（
秋
、
あ
る
い
は
秋
冬
）
を
通
じ
て
ず
っ
と
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二

度
三
度
だ
け
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
度
き
り
し
か
行
わ
な
い
行
事
に
「
始
」
の
字
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
後
漢
の
麺
劉
は
、
立

秋
の
日
に
一
度
行
う
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

「
白
郊
礼
畢
」
。
月
令
で
は
、
立
秋
の
日
に
、
天
子
は
三
公
以
下
を
引
率
し
て
郊
外
へ
秋
の
気
を
迎
え
に
出
か
け
る
。
そ
の
礼
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
意
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
が
、
標
点
本
が
「
白
」
字
に
作
る
の
は
盧
文
招
の
校
勘
に
よ

っ

た

の

で

あ
っ
て
、
も
と
は
「
自
」
字
に
作
っ
て
い
る
。
盧
文
招
は
『
宋
書
』
礼
志
に
よ
っ
て
改
め
た
と
言
う
。
確
か
に
『
宋
書
』

礼
志
四
で
は
「
白
郊
」
に
作
る
が
、
同
じ
く
『
宋
書
』
の
礼
志
一
で
は
単
に
「
郊
礼
畢
」
に
作
っ
て
い
る
し
、
『
晋
書
』
礼
志
下
は

「
自
郊
礼
畢
」
に
作
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
文
意
に
違
い
が
出
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
中
の
記
事
（
後
出
）
に
よ

れ

ば
、
「
西
郊
」
と
あ
る
の
が
最
も
よ
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

「
始
揚
威

武
」
以
下
「
以
賜
武
官
」
ま
で
は
問
題
な
い
。
「
載
以
獲
車
」
の
「
以
」
字
は
盧
文
招
に
従
っ
て
補
い
、
「
馳
送
陵
廟
」

の

「
馳
」
字
の
下
に
「
駆
」
字
が
あ
っ
た
の
は
盧
文
昭
に
従
っ
て
欄
っ
た
と
い
う
が
（
い
ず
れ
も
『
宋
書
』
礼
志
一
に
よ
る
の
だ
ろ

う
）
、
有
無
い
ず
れ
で
も
文
意
に
変
わ
り
は
な
い
。
「
於
是
乗
輿
還
宮
」
、
も
と
は
「
於
是
乗
輿
」
の
四
字
が
無
く
、
恵
棟
に
従
っ
て

補
っ
た
（
『
宋
書
』
礼
志
一
に
よ
る
の
だ
ろ
う
）
と
い
う
が
、
こ
れ
も
無
く
て
も
意
味
は
通
る
。
「
武
官
鯵
兵
」
は
、
後
述
の
都
試
の
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慣
習

を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

標
点
本
は
、
次
の
「
習
戦
陣
之
儀
」
で
句
を
切
ら
ず
、
「
斬
牲
之
礼
、
名
日
麺
劉
」
に
続
け
て
読
む
。
す
る
と
、
麺
劉
の
礼
と
は
、

武
官

の
訓
練

と
犠
牲
を
宗
廟
に
供
え
る
こ
と
と
、
二
つ
の
事
柄
を
包
括
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
直
後
に
「
兵
官
皆
蜂
孫
呉
兵

法
六
十

四

陣
、
名
日
乗
之
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
武
官
の
訓
練
は
「
乗
之
」
と
い
う
礼
で
あ
り
、
麺
劉
は
犠
牲
を
供
え
る
だ
け
と
解

釈
す

る
ほ
う
が
穏
当
で
は
な
い
か
。
立
春
の
文
官
へ
の
賜
り
物
の
記
事
の
後
、
再
び
麺
劉
の
礼
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
で

も
、
武
官
の
訓
練
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
軍
事
訓
練
は
、
麺
劉
の
日
に
は
必
ず
行
わ
れ
る
が
、
輻
劉
そ
の
も
の
で
は
な
い

の

で
あ
る
。

　
麺
劉

の

式
次
第

は
、
次
の
「
麺
劉
之
礼
」
以
下
に
記
さ
れ
る
。
内
容
の
検
討
は
後
に
し
て
、
先
に
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
述
べ
る

と
、
王
先
謙
は
、
官
本
は
「
有
司
」
の
下
の
「
告
」
字
が
無
い
と
い
う
。
こ
れ
が
な
い
と
、
「
逡
巡
し
て
牲
を
射
る
」
の
は
有
司
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
先
に
「
躬
執
弩
射
牲
」
と
い
う
以
上
、
天
子
自
ら
犠
牲
を
射
る
は
ず
で
、
「
告
」
字
は
あ
る
ほ
う
が
よ
い
。

　

さ
て
、
額
劉
の
式
次
第
で
あ
る
。
標
点
本
は
「
祀
先
虞
、
執
事
告
先
虞
已
。
烹
鮮
時
、
…
…
」
と
句
を
切
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ

れ

を
「
祀
先
虞
執
事
、
告
先
虞
已
烹
鮮
。
時
、
…
…
」
と
切
り
た
い
。
と
い
う
の
は
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
中
に
、

　
　

立
秋
之
日
、
迎
秋
干
西
郊
、
祭
白
帝
薄
収
。
車
旗
服
飾
皆
白
。
歌
西
皓
、
八
倫
舞
育
命
之
舞
。
使
謁
者
以
一
特
牲
先
祭
先
虞
干

壇
、
有
事
、
天
子
入
圃
射
牲
、
以
祭
宗
廟
、
名
日
麺
劉
。
語
在
礼
儀
志
。

　

と
あ
る
か
ら
だ
。
先
ず
先
虞
を
↓
特
牲
で
祭
り
、
そ
こ
で
何
ら
か
の
事
を
行
う
。
続
い
て
天
子
が
犠
牲
を
射
、
こ
れ
を
宗
廟
に
供

え
る
。
「
執
事
」
は
属
官
を
指
す
名
詞
で
は
な
く
、
祭
祀
志
の
「
有
事
」
に
当
た
る
動
詞
だ
ろ
う
。
そ
し
て
先
虞
を
祭
る
や
り
方
が
、

「
告
先
虞
已
烹
鮮
」
に
な
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
天
子
は
犠
牲
を
射
る
。
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先
虞
と
は
見
慣
れ
な
い
神
名
で
あ
る
。
礼
儀
志
中
・
祭
祀
志
中
の
ほ
か
に
は
、
祭
祀
志
上
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
言
う
、

　
　
於

是
使
謁
者
以
一
特
牲
於
常
祠
泰
山
処
、
告
祠
泰
山
、
如
親
耕
・
麺
劉
・
先
祠
・
先
農
・
先
虞
故
事
。

　

と
。
犠
牲
を
供
え
る
礼
に
現
れ
る
点
、
ま
た
先
農
（
農
事
の
先
）
と
並
列
さ
れ
る
点
を
勘
案
す
る
と
、
先
虞
と
は
虞
人
の
先
、
即

ち
山
林
の
神
、
狩
猟
の
神
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
新
し
く
作
ら
れ
た
神
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
命
名

さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ

の

先
虞

を
祭
る
の
に
烹
鮮
を
以
て
す
る
。
虞
人
が
沼
沢
を
も
司
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
煮
魚
」
で
も
不
思
議
は
な
い
よ
う
だ

が
、
貌
劉
の
礼
、
天
子
自
ら
犠
牲
を
射
る
礼
に
煮
魚
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
こ
の
鮮
は
『
老
子
』
の
小
鮮
で
は
な
く
、
生
肉
の
義
で
は
な

い

か
。
『
周
礼
』
天
官
庖
人
の
注
が
引
く
鄭
衆
が
「
鮮
謂
生
肉
」
と
言
い
、
『
准
南
子
』
泰
族
訓
の
注
に
「
生
肉
為
鮮
」
と
言
う
、
そ

の

鮮
で

は

な
い
か
。
生
肉
を
そ
の
ま
ま
供
え
る
の
で
は
な
く
、
一
旦
煮
て
か
ら
供
え
る
、
そ
こ
に
何
か
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
比
較
で
き
る
資
料
が
な
く
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
判
ら
な
い
が
。

　
麺

劉
に
関
し
て
は
ほ
か
に
、
断
片
的
な
記
事
が
二
つ
残
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
『
続
漢
書
』
輿
服
志
下
の
注
が
引
く
『
漢
旧
儀
』

で
、
「
凡
斎
、
紺
憤
。
耕
、
青
憤
。
秋
貌
劉
、
服
綿
憤
」
と
言
う
。
い
ま
一
つ
は
『
続
漢
書
』
百
官
志
三
で
、
「
孝
武
帝
初
置
水
衡
都

尉
、
秩
比
二
千
石
、
別
主
上
林
苑
有
離
宮
燕
休
之
処
。
世
祖
省
之
、
井
其
職
於
少
府
。
毎
立
秋
麺
劉
之
日
、
輯
暫
置
水
衡
都
尉
、
事

詑
乃
罷
之
」
と
言
う
。
水
衡
都
尉
と
は
、
武
帝
紀
に
置
か
れ
た
「
特
殊
な
財
務
官
」
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
漢
書
食
貨
・
地
理
・
溝

血

志
』
永
田
英
正
・
梅
原
郁
訳
注
）
で
あ
る
が
、
財
務
の
こ
と
の
み
を
司
る
の
で
は
な
く
、
上
林
苑
中
の
禽
獣
の
こ
と
を
も
司
っ
た

よ

う
で
、
『
漢
書
』
貢
萬
伝
に
は
「
天
子
納
善
其
忠
、
乃
下
詔
令
太
僕
減
食
穀
馬
、
水
衡
減
食
肉
獣
」
と
あ
る
。
百
官
志
が
言
う
よ

う
に
、
水
衡
都
尉
は
光
武
帝
に
廃
さ
れ
た
の
だ
が
、
代
わ
り
に
上
林
苑
令
が
置
か
れ
、
苑
中
の
禽
獣
を
主
ど
っ
た
。
麺
劉
の
日
に
の
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み
水

衡
都

尉
が
復
活
せ
ら
れ
た
理
由
は
、
わ
か
ら
な
い
。
上
林
苑
令
が
い
る
の
に
そ
れ
で
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

苑

令
は
六
百
石
、
水
衡
都
尉
は
比
二
千
石
で
あ
る
。
官
位
の
上
下
が
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
。

上

林

三

　

麺
劉
に
伴
う
行
事
と
し
て
、
軍
事
訓
練
が
あ
っ
た
。
『
続
漢
書
』
礼
儀
志
中
も
貌
劉
と
乗
之
と
を
並
列
し
て
述
べ
て
い
る
が
、
軍

事
訓
練
は
躯
劉
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
麺
劉
が
狩
り
を
聯
想
さ
せ
る
礼
で
あ
り
、
巻
狩
り
は
古
今
東
西
を
通

じ
て
軍
事
訓
練
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
娼
劉
に
軍
事
訓
練
が
附
属
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　

前
漢
時
代
す
で
に
、
秋
に
軍
事
訓
練
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
程
義
伝
に
「
於
是
以
九
月
都
試
日
斬
観
令
、

因
勒
其
車
騎
・
材
官
士
、
募
郡
中
勇
敢
、
部
署
将
帥
」
と
あ
り
、
韓
延
寿
伝
に
は
「
及
都
試
講
武
、
設
斧
鍼
旋
旗
、
習
射
御
之
事
」

と
あ
る
。
程
義
伝
の
記
事
は
劉
玄
伝
と
同
じ
趣
旨
で
、
九
月
の
都
試
の
日
に
は
武
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
判
る
。
韓
延
寿
伝
は
も
う

少

し
詳
し
い
も
の
で
、
軍
事
訓
練
に
都
試
と
講
武
と
二
種
類
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
続
漢
書
』
百
官
志
五
の
注
が
引

く
『
漢
官
儀
』
に
よ
れ
ば
、
軍
事
訓
練
に
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
「
民
年
二
十
三
為
正
、
一
歳
以
為
衛
士
、
一
歳
為
材
官
騎
士
、

習
射
御
騎
馳
戦
陣
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
武
器
の
扱
い
方
や
戦
場
で
の
行
動
の
し
か
た
に
つ
い
て
の
訓
練
を
行
う
も
の
。
い
ま
一

つ

は

「
八

月
、
太
守
・
都
尉
・
令
・
長
・
相
・
丞
・
尉
、
会
都
試
、
課
殿
最
」
と
言
わ
れ
、
個
人
の
技
禰
の
優
劣
を
競
う
も
の
。
後

者
は
都
試
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
前
者
が
講
武
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
時
期
は
、
九
月
で
は
な
く
八
月
と
さ
れ
て
い
る
。
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伝
写
の

誤

り
が
あ
る
の
か
、
秋
と
だ
け
で
八
月
な
の
か
九
月
な
の
か
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
の
か
、
い
ず
れ
と
も
決
し
が

た
い
。

　

『
後
漢
書
』
李
通
伝
に
は
「
光
武
既
深
知
通
意
、
乃
遂
相
約
結
、
定
謀
議
、
期
以
材
官
都
試
騎
士
日
、
欲
劫
前
隊
大
夫
及
属
正
、

因
以
号
令
大
衆
」
と
あ
っ
て
、
新
末
に
も
都
試
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
注
は
「
漢
法
以
立
秋
日
都
試
騎
士
、
謂
課
殿

最
也
」
と
言
い
、
八
月
九
月
が
立
秋
の
日
に
早
め
ら
れ
て
い
る
。
注
者
の
時
代
が
下
り
、
「
立
秋
都
試
」
が
定
説
に
な
っ
た
た
め
か

も
知
れ
な
い
。
光
武
帝
紀
・
建
武
七
年
三
月
の
注
が
引
く
『
漢
官
儀
』
に
は
、
「
常
以
立
秋
後
講
鯵
課
試
」
と
あ
り
、
必
ず
し
も
立

秋
の

そ

の

日
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
八
月
九
月
で
は
あ
る
ま
い
。
漢
代
、
礼
に
従
っ
て
月
令
を
行
う
に
し

て

も
、
そ
の
時
期
は
あ
ま
り
問
題
に
は
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
月
令
で
は
講
武
は
孟
冬
の
行
事
で
あ
る
が
、
前
漢
時
代
に
は
秋
に

行
わ

れ
て

い

る
。
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
中
が
引
く
今
月
令
に
は
「
季
秋
天
子
乃
教
田
猟
、
以
習
五
戎
」
と
あ
る
が
、
八
月
で
は
仲
秋

で

あ
る
。
こ
れ
を
立
秋
麺
劉
の
日
に
行
い
、
名
称
を
「
乗
之
」
と
し
た
の
が
、
後
漢
時
代
の
礼
で
あ
ろ
う
。
礼
儀
志
中
に
よ
れ
ば
、

乗
之

と
は
戦
陣
の
儀
を
習
う
こ
と
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
百
官
志
の
注
が
引
く
『
漢
官
儀
』
の
「
習
射
御
騎
馳
戦
陣
」
に
当
た
る
だ

ろ
う
。
礼
儀
志
中
の
注
は
『
周
礼
』
夏
官
大
司
馬
の
戦
陣
・
行
軍
の
習
得
の
件
り
を
引
く
が
、
適
切
な
注
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
乗
之

が
技

禰
の
優
劣
を
競
う
も
の
で
は
な
く
、
戦
陣
の
儀
を
習
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
時
代
が
下
る
が
次
の
記
事
に
よ
っ
て

も
知
ら
れ
る
。
『
三
国
志
』
魏
書
・
武
帝
紀
・
建
安
二
十
一
年
三
月
の
注
が
引
く
『
魏
書
』
に
、

　
　

有
司
奏
、
四
時
講
武
於
農
隙
。
漢
承
秦
制
、
三
時
不
講
、
唯
十
月
都
試
車
馬
、
幸
長
水
南
門
、
会
五
営
士
、
為
八
陳
進
退
、
名

日
乗
之
。

　

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
乗
之
は
、
陣
形
・
行
軍
の
習
得
の
こ
と
で
あ
り
、
個
人
の
技
比
べ
で
は
な
い
。
で
は
、
技
禰
の
優
劣
を
競
う
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も
の
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
礼
記
』
月
令
に
「
孟
冬
、
講
武
、
習
射
御
角
力
」
と
あ
る
。
「
角
力
」
と
言
え
ば
力
く
ら
べ

が
聯
想

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
三
・
時
序
部
十
八
「
臓
」
の
項
に
引
く
『
礼
記
』
月
令
の
注
に
「
講
武
角
力
、

校
武
士
材

力
、
所
以
備
田
猟
之
礼
」
と
あ
っ
て
、
角
力
は
個
人
の
技
偏
を
競
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
月
令
の
こ
の
文
に
つ
け
た
盧

植
の

注

が

『
続
漢

書
』
礼
儀
志
中
の
注
に
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
盧
植
は
「
角
力
、
如
漢
家
乗
之
引
閾
腸
掬
之
属
也
」
と
言
う
。

「
角
力
、
如
漢
家
乗
之
」
で
あ
れ
ば
、
乗
之
の
礼
も
（
角
力
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
個
人
の
技
比
べ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
引
閾

（
引
関
）
や
腸
蹄
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
劉
昭
は
そ
う
い
う
つ
も
り
で
盧
植
を
引
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

が
、
『
続
漢
書
』
礼
儀
志
中
に
よ
れ
ば
、
乗
之
の
礼
に
は
（
引
閾
は
不
明
で
あ
る
に
し
て
も
）
腸
掬
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
盧

植
は

「
角
力
」
を
広
く
考
え
、
乗
之
・
引
閾
・
腸
陶
を
並
列
し
て
こ
れ
に
当
て
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
乗
之
は
角
力
と
同

じ
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
個
人
の
技
や
力
を
比
べ
る
も
の
で
も
な
い
。
『
続
漢
書
』
礼
儀
志
中
の
記
事
に
は
、
立
秋
の
日
に
個

人

の

技

備
を
競
う
礼
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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四

　
鄭
玄
は

『
周

礼
』
夏
官
・
射
人
の
注
に
、
「
丞
…
嘗
之
礼
、
有
射
家
者
。
国
語
日
、
諦
郊
之
事
、
天
子
必
自
射
其
牲
。
今
立
秋
有
麺

劉
云
」
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
後
漢
末
ま
で
麺
劉
の
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
礼
は
天
子
が
犠
牲
を
射
る
も
の
と
し
て

知

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
一
方
、
後
漢
中
葉
の
『
説
文
解
字
』
に
は
、



　
　
膿
、
楚
俗
以
二
月
祭
飲
食
也
。
杁
肉
婁
声
。
一
日
、
祈
穀
食
新
日
膿
。

　

と
あ
る
。
こ
れ
だ
け
な
ら
紛
れ
る
こ
と
は
な
い
、
こ
の
項
は
「
膿
」
と
い
う
行
事
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
、
麺
劉
と
は
無
関

係
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
項
が
問
題
と
な
る
の
は
、
大
徐
本
で
は
最
後
の
「
膿
」
字
の
上
に
「
離
」
字
が
あ
る
か
ら
で
、
「
離
膿
」

と
は
「
貌
膿
」
の
転
読
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
後
漢
末
の
応
肋
『
風
俗
通
義
』
祀
典
篇
「
腰
」
の
項
に
は
、

　
　
謹
按

韓
子
書
、
山
居
谷
汲
者
、
膜
臓
而
買
水
。
楚
俗
常
以
十
二
月
祭
飲
食
也
。
又
日
、
嘗
新
始
殺
也
。
食
新
日
嘔
腰
。

と
あ
る
。
「
嘔
腫
」
と
は
見
慣
れ
な
い
語
で
あ
り
、
芳
が
共
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
貌
膿
」
の
転
託
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
は

自
然
で
あ
る
。
『
北
堂
書
紗
』
巻
百
五
十
五
・
歳
時
部
三
「
膿
」
の
項
に
引
く
『
風
俗
通
』
、
ま
た
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
三
・
時
序

部
十

八

「
小

歳
」
の
項
に
引
く
『
風
俗
通
』
が
、
い
ず
れ
も
「
貌
劉
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
疑
い
を
濃
厚
に
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
文
の
「
楚
俗
」
以
下
が
『
説
文
解
字
』
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
説
文
解
字
』
大
徐
本
の
「
離
腰
」

も
「
麺
腫
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
得
る
。
し
か
し
、
新
穀
を
食
べ
る
こ
と
が
貌
劉
だ
と
い
う
の
で
は
、
『
続
漢
書
』
礼
儀
志

中
や
『
周
礼
』
鄭
玄
注
と
食
い
違
う
。
月
令
に
よ
れ
ば
、
新
嘗
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
の
は
孟
秋
で
あ
る
。
麺
劉
の
礼
が
行
わ
れ
る
時

は
、
ま
た
同
時
に
新
穀
が
食
べ
ら
れ
る
時
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
つ
し
か
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

後
漢
時
代
に
お
い
て
さ
え
、
理
解
に
混
乱
を
生
じ
た
麺
劉
で
あ
る
。
『
漢
書
』
武
帝
紀
の
注
が
引
く
伏
徹
も
、
ど
う
や
ら
膿
と
麺

劉
と
を
混
同
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
国
の
如
淳
や
蘇
林
は
完
全
に
誤
解
し
て
い
る
。
前
漢
末
（
？
）
に
始
ま
っ
た
麺
劉
の
礼
は
、

漢

朝
が
滅
び
る
と
共
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
如
淳
や
蘇
林
の
誤
解
は
当
然
の
こ
と
で
、
『
晋
書
』
『
宋
書
』
の
礼
志
を
見
て
も
、

乗
之
の
名
残
を
留
め
る
治
兵
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
子
が
犠
牲
を
射
る
礼
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
だ
。
そ
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の

治
兵

も
、
『
晋
書
』
本
紀
に
よ
れ
ば
十
一
月
十
二
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
『
宋
書
』
本
紀
で
は
正
月
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
立
秋

講
武
の
面
影
は
、
最
早
や
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
い
。
史
書
で
は
、
『
魏
書
』
礼
志
一
に
「
太
宗
…
…
立
昭
成
・
献
明
・
太
祖
廟
、
常

以
九

月
十
月
之
交
、
帝
親
祭
。
牲
用
馬
牛
羊
。
及
親
行
麺
劉
之
礼
」
と
あ
る
の
が
、
躯
劉
の
語
の
現
れ
る
最
後
で
あ
る
。
こ
こ
の
麺

劉
も
、
ど
う
い
う
礼
を
行
っ
た
の
か
は
全
く
判
ら
な
い
。
こ
の
後
、
麺
劉
は
名
実
共
に
完
全
に
絶
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

結
び

　
顔

師
古
が
誤
解
し
、
虞
世
南
が
誤
っ
た
よ
う
に
、
唐
の
時
代
に
は
貌
劉
は
既
に
忘
れ
ら
れ
た
礼
で
あ
っ
た
。
『
太
平
御
覧
』
の
混

乱

も
故
な
し
と
し
な
い
。
し
か
し
後
漢
時
代
に
お
い
て
は
、
貌
劉
は
生
き
た
礼
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
礼
経
に
或
い
は
従
い
或
い
は

違

い
、
時
に
混
乱
や
誤
解
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
誤
解
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
、
腰
と
の
混
同
が
挙
げ
ら
れ
る
。
膿
と
臓
祭

と
、
そ
し
て
蜻
祭
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
す
る
。

． 58一

注（
1
）
例
え
ば
、
『
漢
書
』

　
　
の

記
事
を
引
く
。

武
帝
紀
・
太
初
二
年
の
注
。
『
北
堂
書
⑳
』
も
巻
百
五
十
五
・
歳
時
部
三
に
お
い
て
、
「
膿
」
の
項
に
貌
劉



（
2
）
例
え
ば
『
韓
非
子
』
五
嚢
篇
に
「
夫
山
居
而
谷
汲
者
、
膿
臓
而
相
遺
以
水
、
沢
居
苦
水
者
、
買
庸
而
決
宣
」
と
あ
る
。

（
3
）
『
独
断
』
上
に
、
「
四
代
称
膿
之
別
名
、
夏
日
嘉
平
、
股
日
清
祀
、
周
日
大
蟷
、
漢
日
臓
」
と
あ
る
。
『
風
俗
通
義
』
祀
典
篇
に

　
　
も
同
様
の
文
が
あ
る
。

（
4
）
テ
キ
ス
ト
は
、
『
塩
鉄
論
校
注
』
（
定
本
）
（
王
利
器
校
注
、
中
華
書
局
、
…
九
九
二
年
七
月
）
に
よ
る
。
但
し
王
利
器
は
「
文

　

学

日
」
の
「
日
」
字
を
剛
る
。

（
5
）
『
北
堂
書
紗
』
巻
百
五
十
五
・
歳
時
部
三
「
膿
」
の
項
に
、
「
察
邑
日
、
麺
獣
常
以
立
秋
日
、
還
食
母
、
猛
虫
之
搏
撃
。
王
者

　

亦

以
此

日
出
猟
、
還
以
祭
宗
廟
」
と
あ
る
。
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
三
・
時
序
部
十
八
「
小
歳
」
の
項
も
略
々
同
文
。
『
独
断
』

　

　
の
侠
文
か
、
あ
る
い
は
後
世
察
邑
に
仮
託
さ
れ
た
も
の
か
。
『
書
紗
』
以
前
の
も
の
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
仮
託
か

　
　
も
知
れ
な
い
。

（
6
）
テ
キ
ス
ト
は
、
『
大
戴
礼
記
解
詰
』
（
王
脾
珍
撰
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
三
月
）
に
よ
る
。
な
お
「
肇
始
也
」
以
下
を
戴
徳

　
　
の
伝
だ
と
す
る
見
方
が
あ
る
（
顧
鳳
藻
な
ど
）
。

（
7
）
孔
広
森
『
大
戴
礼
記
補
注
』
（
『
皇
清
経
解
』
所
収
）
は
「
或
日
」
の
説
を
是
と
す
る
。

（
8
）
夏
小
正
の
こ
の
記
事
と
貌
劉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
顧
鳳
藻
『
夏
小
正
経
伝
集
解
』
（
世
界
書
局
、
一
九
七
四
年
五
月
三
版
）

　

　
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
漢
代
に
お
い
て
『
大
戴
礼
』
（
あ
る
い
は
夏
小
正
篇
）
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
9
）
王
先
謙
『
後
漢
書
集
解
』
校
補
は
、
「
麺
劉
字
本
応
作
劉
。
借
作
腫
者
、
当
由
貌
乃
獣
名
而
劉
為
帝
姓
、
史
臣
意
有
所
嫌
、
故

　
　
冊
書
従
而
改
之
、
非
本
義
也
」
と
言
う
。
も
し
そ
う
な
ら
、
漢
人
に
こ
そ
「
劉
」
字
を
忌
む
理
由
が
あ
る
わ
け
で
、
漢
室
が
「
劉
」

　
　
字
を
改
め
て
し
ま
い
そ
う
な
も
の
で
あ
る
（
『
周
礼
』
の
注
で
鄭
玄
は
「
麺
劉
」
と
書
い
て
い
る
。
王
先
謙
は
私
注
だ
か
ら
謹
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む

と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
言
う
が
、
説
得
力
に
欠
け
る
。
）
。
劉
膿
（
董
）
音
通
で
あ
っ
た
の
で
表
記
が
異
な
る
だ
け
の
こ
と
で

　
　
は
な
い
か
。

（
1
0
）
『
漢
書
』
（
テ
キ
ス
ト
は
、
　
九
六
二
年
六
月
第
一
版
の
中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
）
武
帝
紀
に
「
太
初
二
年
三
月
、
行
幸
河

　
　
東
、
祠
后
土
。
令
天
下
大
酪
五
日
、
膿
五
日
、
祠
門
戸
、
比
膿
」
と
あ
る
。
そ
の
注
に
、
「
如
淳
日
、
膿
、
音
楼
。
漢
儀
注
、

　
　
立
秋
麺
瞳
。
伏
徹
日
、
膿
、
音
劉
。
劉
、
殺
也
。
蘇
林
日
、
膣
、
祭
名
也
。
麺
、
虎
属
。
常
以
立
秋
日
祭
獣
、
王
者
亦
以
此
日

　
　
出
膿
（
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
は
、
「
官
本
注
出
臓
作
出
胤
、
是
」
と
言
う
。
）
、
還
、
以
祭
宗
廟
、
故
有
貌
膿
之
祭
也
。
師
古

　
　
日
、
続
漢
書
作
麺
劉
。
膿
・
劉
義
各
通
耳
。
臆
者
、
冬
至
後
臓
祭
百
神
也
。
膿
、
音
来
霊
反
」
と
あ
る
。
如
淳
も
蘇
林
も
顔
師

　
　
古

も
「
膿
五
日
」
と
は
麺
劉
を
行
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
ら
し
い
。
伏
撮
が
「
劉
、
殺
也
」
と
言
う
の
も
、
麺
劉
と
同
一

　
　
視
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
銭
大
昭
『
漢
書
弁
疑
』
（
王
先
謙
の
『
漢
書
補
注
』
が
引
く
）
が
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

　
　
こ
の
時
の
「
膿
」
は
三
月
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
麺
劉
の
日
は
立
秋
と
決
ま
っ
て
お
り
、
時
期
が
違
い
す
ぎ
る
。
張
敦

　

　
仁
（
張
敦
仁
の
考
讃
は
、
彼
が
嘉
慶
十
二
年
に
明
・
弘
治
十
四
年
の
徐
禎
本
に
よ
っ
て
影
刻
し
た
『
塩
鉄
論
』
に
附
載
さ
れ
て

　

　
い
る
。
い
ま
『
四
部
備
要
』
に
収
め
る
。
）
が
、
麺
劉
は
後
漢
の
明
帝
に
始
ま
る
と
す
る
（
『
続
漢
書
』
礼
儀
志
中
の
注
が
引
く

　

　
『
古
今
注
』
に
よ
る
）
の
に
は
、
『
後
漢
書
』
劉
玄
伝
の
記
事
が
あ
る
の
で
従
え
な
い
が
、
彼
も
「
膿
」
と
「
麺
膜
」
と
を
別

　
　
物
だ
と
す
る
。
『
漢
書
』
の
こ
の
記
事
が
麺
劉
の
こ
と
を
述
べ
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
だ
と
考
え
る
。

（
H
）
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
六
五
年
五
月
第
一
版
の
中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
。
以
下
「
標
点
本
」
と
言
え
ば
こ
れ
を
指
す
。

（
ロ
）
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
七
四
年
十
月
第
一
版
の
中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
。

（
1
3
）
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
七
四
年
十
一
月
第
一
版
の
中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
。
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（
1
4
）
『
北
堂
書
紗
』
巻
六
十
三
・
設
官
十
五
「
都
尉
」
の
項
に
、
「
漢
官
解
詰
云
、
都
尉
、
郡
各
一
人
、
副
佐
太
守
。
言
与
太
守
倶

　
　
受
銀
印
部
符
之
任
、
為
一
郡
副
将
。
然
倶
主
其
武
職
、
不
預
民
事
。
旧
時
常
以
八
月
都
試
講
習
其
射
力
、
以
備
不
虞
。
皆
緯
衣

　
　
戎
服
、
示
揚
威
武
、
折
衝
厭
難
者
也
」
と
あ
る
。

（
1
5
）
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
五
九
年
十
二
月
第
「
版
の
中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
。

（
1
6
）
盧
文
招
は
「
引
閾
」
を
「
引
関
」
に
作
る
が
、
理
由
は
示
さ
な
い
。
「
引
閾
」
で
は
不
明
だ
が
、
「
引
関
」
な
ら
ば
前
出
の
『
後

　

漢
書
』
光
武
帝
紀
・
建
武
七
年
三
月
の
注
が
引
く
『
漢
官
儀
』
に
、
「
高
祖
命
天
下
郡
国
選
能
引
関
・
蹴
張
・
材
力
・
武
猛
者
、

　
　
以
為
軽
車
・
騎
士
・
材
官
・
楼
船
」
と
あ
り
、
膏
力
が
優
れ
て
い
る
者
を
言
う
語
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
沈
祖
縣
（
『
呂

　
　
氏
春
秋
校
釈
』
が
引
く
）
・
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
（
学
林
出
版
社
、
一
九
八
四
年
四
月
）
は
い
ず
れ
も
、
孟
冬
紀
の
「
縛

　

射

御
角
力
」
の
注
に
盧
植
注
を
引
い
て
「
引
闘
」
に
作
っ
て
い
る
。
「
引
闘
」
な
ら
ば
陳
奇
猷
の
言
う
と
お
り
、
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
・
相
撲
の
類
で
あ
ろ
う
。

（
1
7
）
蹴
鞠
が
講
武
に
用
い
ら
れ
る
の
は
そ
ぐ
わ
な
い
感
じ
が
す
る
が
、
『
史
記
』
蘇
秦
伝
の
集
解
が
引
く
劉
向
『
別
録
』
に
「
楚
鞠

　

者
、
伝
言
黄
帝
所
作
、
或
日
起
戦
国
之
時
。
腸
鞠
、
兵
勢
也
、
所
以
練
武
士
知
有
材
也
。
皆
因
嬉
戯
而
講
練
之
。
」
と
あ
る
。

（
1
8
）
『
続
漢
書
』
百
官
志
五
の
注
が
引
く
『
漢
官
儀
』
に
よ
れ
ば
、
講
武
は
一
般
人
民
を
対
象
に
し
た
も
の
、
都
試
は
職
業
軍
人
を

　
　
対
象
に
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
光
武
帝
紀
・
建
武
七
年
三
月
の
条
に
は
「
宜
且
罷
軽
車
・
騎
士
・
材
官
・
楼
船
士
及
軍

　

仮

吏
、
令
還
復
民
伍
」
と
あ
り
、
講
武
は
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
都
試
は
、
個
人
の
力
比

　

　
べ
と
し
て
、
張
衡
の
「
西
京
賦
」
に
描
写
さ
れ
る
よ
う
な
シ
ョ
ー
・
見
世
物
に
変
貌
し
て
し
ま
い
、
一
方
講
武
は
、
職
業
軍
人

　

　
を
対
象
に
し
て
存
続
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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（
1
9
）
テ
キ
ス
ト
は
、
段
注
本
（
芸
文
印
書
館
、
　
↓
九
七
九
年
六
月
五
版
）
に
よ
る
。

（
2
0
）
テ
キ
ス
ト
は
、
『
風
俗
通
義
校
釈
』
（
呉
樹
平
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
　
一
九
八
〇
年
九
月
）
に
よ
る
。
呉
樹
平
は
盧
文
招
の
校
訂

　
　
に
従
っ
て
、
「
嘔
」
字
を
「
麺
」
字
に
改
め
る
。

（
2
1
）
し
か
し
『
説
文
解
字
』
も
『
風
俗
通
義
』
も
、
も
と
は
「
貌
膿
」
と
は
書
い
て
い
な
い
。
武
断
を
敢
て
す
れ
ば
、
「
麺
膿
」
で

　
　
も
「
離
膿
」
で
も
「
嘔
腫
」
で
も
な
い
「
某
膜
」
と
い
う
名
の
、
「
膿
」
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

　

れ

る
。
な
お
筆
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
「
膿
」
と
は
盛
大
な
飲
食
を
伴
う
祭
り
、
も
し
く
は
盛
大
な
飲
食
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

行
わ
れ

る
季
節
は
、
特
に
定
ま
っ
て
い
な
い
。
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